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JAB、日産自動車及び神戸製鋼所に対して認証の有効性についての確認を要請

10 月 20 日、公益財団法人日本適合性認定協会（JAB）は、日産自動車株式会社の車両製作工場の完

成検査に係る不適切な取扱い及び株式会社神戸製鋼所の性能データ改ざんに関連する認証について、

認証を行った審査機関に対して、認証の有効性についての確認を要請した。JAB では、当該の審査機

関による全ての対応が終了した時点で、その対応及びそのプロセスについて、認定基準に適合し、適

切に執り行われたかを確認するという。

詳細：https://www.jab.or.jp/news/2017/102000.html 

LRQA、JAB 認定一時停止

10 月 30 日、ロイド レジスター クオリティ アシュアランス リミテッド（LRQA）は、公益財団法

人日本適合性認定協会(JAB)より、10 月 27 日付けで、ISO9001 及び ISO 14001 の認定が一時停止され

たことを発表した。これにより、既に発行済みの JAB 認定の登録証については有効期限まで有効だが、

一時停止期間中は JAB 認定の登録証の発行は出来ないことになる。

詳細：http://www.lrqa.or.jp/news/2017/2017-10-lrqajp-news.aspx

労働安全衛生の初の国際規格 ISO 45001、来年 3 月発行へ

労働安全衛生の初の国際規格 ISO 45001 が、11 月 27 日、最終国際規格案（FDIS）として発行し、

その承認投票を経て、ISO45001 が 2018 年 3 月頃、発行される予定となった。ISO45001 が発行された

場合、OHSAS 18001 は廃止され、OHSAS 18001 の認証を受けている組織は、ISO 45001 へ移行に向けて

3 年の期間が設けられる予定。
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ISO27001：印刷業・従業員数 100 人、ISO27001：物流業・従業員数 98 人、ISO9001／ISO27001：情報

サービス業・従業員 180 人、ISO9001：内装工事業・従業員数 20 人、ISO9001：建設コンサルタント業・

従業員数 22 人、ISO9001：特別養護老人ホーム・従業員数 41 人、ISO14001：情報処理業・従業員 600

人、ISO9001：ばね製造業・従業員数 45 人、ISO14001：プラスチック製造業・従業員数 50人、ISO14001：

ばね製造業・従業員数 30 人、ISO14001／ISO9001：印刷業・従業員数 10 人、P マーク：ホームページ

制作業・従業員数 18 人、P マーク：情報処理業・従業員数 12 人、その他中小企業。
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先日、この本の著者の話を直接聞く機会があり、

多くの人たちは、実態を正確にわかっていない

「呑気な人々」だということを述べていました。

たとえば、少子高齢化の問題は、どれだけ正確に

わかっているかということがあります。悲観的な

記載も多くありますが、これからの実態を把握す

る上で、大変役立つ本です。
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笑い地蔵

那須高原にある『自在荘』

という温泉旅館に泊まりに

いったとき、その旅館に飾

ってありました。

マネジメントシステムで会社を変える

- どんな目的で行うかの認識はあるか？ -

大手自動車メーカーの無資格検査が表面化

し、問題となりました。これらの一連の問題で

気になるのが、「認識」ということです。当初、

この会社は、実際は、適切に検査を行っている

のだし、「補助検査員」も正式な検査員として、

認めれば問題なく、単なる手続きの問題だと認

識していたようです。このような認識があった

せいか、一部の工場では問題発覚後も無資格者

が検査に携わっていたようです。

この問題は、多くの組織でも起こり得る問題

です。実際に、やっているのだから、手続きは

二の次だという現場の感覚はどこでも起こり

得ます。組織にとって大事なことは、まずは規

則だ、手続きだということではなく、そもそも

の目的として、どんな目的で行うものか、とい

う認識を持つことが大事であると思います。


